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編 集
後 記

　夏の気配を感じる日々が増えてきましたが、そろそろ梅雨の時期ですね。私にとって梅雨
は洗濯物が乾かず、ちょっぴり憂鬱な時期。でも畑にとっては夏を迎える前に水を貯える、
大切な恵みの雨でもあります。そう考えると少しだけ梅雨の印象も変わってきた気がしま
す。今年は雨音を楽しむ余裕を持てたらいいなと思っています。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

６
JUNE

No.232

2025

お客様には大変なご迷惑をおかけすることとなり、心よりお詫び申し上げます。

【つるなしいんげん】の種をご購入のお客様へ

・つるなしいんげん (グリーンマイルド )を
　4月 8日までに購入
・購入時の商品の袋をお持ちの方
・対象 Lot　634527・634397

お客様には大変なご迷惑をおかけすることとなり、心よりお詫び申し上げます。

当商品の一部に「つるありいんげん」の種子が混入した可能性が
あると取引業者より説明がありました。つきましては、下記条件
に該当のお客様には無償で正規商品への交換をさせていただきま
すので、ご購入店舗までお問合せください。
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セリ

セリ

セリ
　
令
和
７
年
５
月
期
の
セ
リ
市
が
５

月
13
日
と
14
日
、
五
島
家
畜
市
場
で

開
か
れ
、
生
産
者
１
６
３
戸
が
６
５

９
頭
（
子
牛
６
１
９
頭
、成
牛
40
頭
）

を
上
場
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
子
牛
の
平
均
価
格
は
、

前
回
と
比
べ
て
11
・
１
％
、
金
額
に

し
て
６
万
４
１
９
１
円
上
昇
し
64
万

３
５
０
５
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
均

価
格
が
60
万
円
を
超
え
た
の
は
、
令

和
５
年
３
月
期
以
来
２
年
２
か
月
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
12
月
の
需
要
期
に
枝

肉
価
格
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か  

ら
、
肥
育
期
間
を
考
慮
す
る
と
子
牛

の
購
入
は
３
月
が
最
適
と
さ
れ
、
例

年
セ
リ
価
格
も
３
月
を
ピ
ー
ク
に
５

月
以
降
は
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
今
年
は
、
全
国
の
主
な
市

場
で
５
月
も
価
格
が
前
回
を
上
回
る

な
ど
、
高
値
で
の
取
引
が
続
い
て
い

ま
す
。
上
場
を
待
つ
生
産
者
か
ら
は

「
価
格
が
上
が
る
の
は
あ
り
が
た
い

が
、
飼
料
や
肥
料
な
ど
資
材
の
価
格

が
落
ち
着
い
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
セ
リ
の
初
日
は
前
回
比
12
・
８
％

高
と
活
発
な
取
引
と
な
り
、
２
日
目

も
勢
い
は
や
や
落
ち
着
い
た
も
の
の

９
％
高
と
堅
調
で
し
た
。

　
セ
リ
を
終
え
た
生
産
者
は
「
上

が
っ
て
く
れ
て
正
直
ほ
っ
と
し
て
い

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
一
方
で
、「
全

国
で
離
農
す
る
繁
殖
農
家
が
増
え
、

子
牛
の
頭
数
が
足
ら
な
く
な
っ
て
い

る
と
聞
く
。
今
回
の
セ
リ
が
上
が
っ

た
の
も
枝
肉
相
場
が
回
復
し
た
か
ら

で
は
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
で
も
飼
育
さ
れ

る
繫
殖
雌
牛
の
数
は
、
昨
年
４
月
か

ら
の
１
年
間
で
５
０
９
１
頭
か
ら
４

８
０
７
頭
と
、
２
８
４
頭
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
一
時
的
な
価
格
回
復
に
手
放
し
で

は
喜
べ
な
い
と
す
る
生
産
者
か
ら

は
、
子
牛
の
生
産
と
上
場
頭
数
の
低

迷
か
ら
今
後
の
セ
リ
に
対
す
る
不
安

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
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案
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議
案
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算
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、
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、
附
属
明
細
書
、
剰
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分
案
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の
件
に
つ
い
て
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総
代
会
報
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・
議
案
事
項
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続
審
議

議
案
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７
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　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
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令
和
７
年
度
生
産
支
援
助
成
に
つ
い
て
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

　
総
代
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
る
総
代

会
は
、Ｊ
Ａ
組
織
の
最
高
経
営
意
思
決

定
機
関
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
総
代
の
定
数
は
５

０
０
名
。
農
業
の
発
展
に
取
り
組
む

正
組
合
員
を
代
表
し
、
各
地
区
で
そ

の
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
差
し
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

づ
く
り
に
果
た
す
総
代
の
役
割
は
大

き
く
、
一
年
間
の
Ｊ
Ａ
活
動
を
検
証

し
て
、
次
の
年
に
活
か
す
た
め
、
地

区
の
課
題
を
提
起
し
、
対
策
を
提
案

す
る
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
総
代
の
こ
う
し

た
意
見
や
質
問
に
耳
を
傾
け
、
今
後

の
経
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年

通
常
総
代
会
を
前
に
地
区
ご
と
に
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
地
区
別

総
代
説
明
会
は
、
久
賀
地
区
を
皮
切

り
に
下
五
島
地
区
８
か
所
、
上
五
島

地
区
４
か
所
で
５
月
26
日
ま
で
４
日

を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
役
員
か
ら
昨
年
度

の
決
算
や
事
業
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
、
通
常
総
代
会
で
審
議

さ
れ
る
議
案
や
報
告
事
項
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
総
代
か

ら
、Ｊ
Ａ
運
営
に
対
す
る
建
設
的
な
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
る
と
、
役
職
員

が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

地区別総代説明会

本山・大浜地区説明会（本山事業所）

有川地区説明会（有川支店）

富江地区説明会（富江支店）

青方・上郷地区説明会（上五島支店）
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制
シ
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テ
ム
基
本
方
針
に
つ
い
て

 
 

 
 

 

　
　
　※
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決
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れ
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№
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金
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に
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　※

可
決
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摘
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に
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す
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改
善
報
告
に
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い
て

 
 

 
 

 

　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
17
　
令
和
７
年
度
生
産
支
援
助
成
に
つ
い
て
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

　
総
代
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
る
総
代

会
は
、Ｊ
Ａ
組
織
の
最
高
経
営
意
思
決

定
機
関
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
総
代
の
定
数
は
５

０
０
名
。
農
業
の
発
展
に
取
り
組
む

正
組
合
員
を
代
表
し
、
各
地
区
で
そ

の
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
差
し
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

づ
く
り
に
果
た
す
総
代
の
役
割
は
大

き
く
、
一
年
間
の
Ｊ
Ａ
活
動
を
検
証

し
て
、
次
の
年
に
活
か
す
た
め
、
地

区
の
課
題
を
提
起
し
、
対
策
を
提
案

す
る
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
総
代
の
こ
う
し

た
意
見
や
質
問
に
耳
を
傾
け
、
今
後

の
経
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年

通
常
総
代
会
を
前
に
地
区
ご
と
に
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
地
区
別

総
代
説
明
会
は
、
久
賀
地
区
を
皮
切

り
に
下
五
島
地
区
８
か
所
、
上
五
島

地
区
４
か
所
で
５
月
26
日
ま
で
４
日

を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
役
員
か
ら
昨
年
度

の
決
算
や
事
業
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
、
通
常
総
代
会
で
審
議

さ
れ
る
議
案
や
報
告
事
項
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
総
代
か

ら
、Ｊ
Ａ
運
営
に
対
す
る
建
設
的
な
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
る
と
、
役
職
員

が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

地区別総代説明会

本山・大浜地区説明会（本山事業所）

有川地区説明会（有川支店）

富江地区説明会（富江支店）

青方・上郷地区説明会（上五島支店）

45 ごとうごとう



　
４
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
大
麦
の
収

穫
が
５
月
に
入
る
と
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。
管
内
で
は
今
年
78
戸
の
生

産
者
が
、
約
４
３
４
㌶
の
大
麦
（
は

る
か
二
条
）
を
作
付
け
て
お
り
、
合

わ
せ
て
約
１
２
０
０
㌧
の
出
荷
販
売

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
前
の
長
雨
で
品
質
が
落
ち
て

し
ま
っ
た
昨
年
と
比
べ
て
、
今
年
は

品
質
も
ま
ず
ま
ず
と
生
産
者
は
胸
を

な
で
お
ろ
し
ま
す
。

　
５
月
13
日
、
三
井
楽
町
で
３
・
６

㌶
を
耕
作
す
る
四
辻
正
之
さ
ん
の
麦

畑
を
訪
ね
る
と
、
コ
ン
バ
イ
ン
を

使
っ
て
麦
刈
り
の
真
っ
最
中
。
四
辻

さ
ん
は
「
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

天
候
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
良
い

麦
が
で
き
た
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
大
麦
の
受
入
れ
を
行
う
福
江
、
富

江
、
三
井
楽
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

は
、
生
産
者
に
よ
っ
て
刈
取
ら
れ
た

麦
が
次
々
と
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
現
在
、
各
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
荷
受
け
量
は
、
福
江
で
４
９

２
㌧
、
富
江
で
４
１
３
㌧
、
三
井
楽

で
６
０
０
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
い
け
ば
本
年
産
の
出
荷
量
は
計

画
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。

　
三
井
楽
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

５
月
27
日
、
大
麦
１
４
４
・
６
㌧
の

検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
麦
は
本
来
、
粒
は
丸
く
張
り
が

あ
っ
て
黄
色
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

検
査
で
は
、
カ
ル
ト
ン
と
い
う
黒
い

皿
に
約
８
０
０
粒
の
麦
を
入
れ
、
整

粒
と
被
害
粒
の
割
合
を
一
粒
ず
つ
見

極
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
は
、
整
粒
が
78
％
以

上
あ
り
、
異
種
穀
粒
の
混
入
も
１
％

以
下
で
容
積
重
量
も
ク
リ
ア
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
格
付
け
は
全
量
１
等

に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、「
安
定
し
た
天
気
に

加
え
、
生
産
者
の
栽
培
管
理
が
功
を

奏
し
品
質
が
向
上
し
た
。
今
後
も
地

力
の
向
上
に
努
め
良
質
な
麦
の
生
産

に
努
め
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
普
通
期
水
稲
の
種
ま
き
が
増
田

町
に
あ
る
育
苗
施
設
で
５
月
17
日

か
ら
５
日
間
、
富
江
の
育
苗
施
設

で
22
日
か
ら
４
日
間
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
か
れ
た
種
は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

と
「
に
こ
ま
る
」、
も
ち
米
の
「
も

ち
み
の
り
」
と
い
う
品
種
で
、
今

年
は
合
わ
せ
て
３
万
６
６
５
０
箱

の
苗
を
育
て
る
計
画
で
す
。

　
取
材
で
訪
ね
た
富
江
の
育
苗
施

設
で
は
、
早
朝
か
ら
Ｊ
Ａ
職
員
と

施
設
の
従
業
員
ら
が
手
分
け
し
て

種
ま
き
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
種
ま
き
に
は
「
播
種
プ
ラ
ン
ト
」

と
呼
ば
れ
る
水
稲
用
播
種
機
が
使

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
械
は
苗
箱
へ

の
土
入
れ
か
ら
種
ま
き
、
水
を
か

け
て
土
を
被
せ
る
ま
で
の
作
業
を

一
貫
し
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
種
が
ま
か
れ
た
苗
箱

を
職
員
ら
が
次
々
と
ハ
ウ
ス
内
に

並
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　
苗
は
３
週
間
ほ
ど
の
育
苗
期
間

を
経
て
、
田
植
え
が
始
ま
る
６
月

８
日
か
ら
生
産
者
へ
順
次
配
布
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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　10回目となる「島空マルシェ」が5月4日(日)、JAごとう産
直市場「五島がうまい」前広場で開催されました。お馴染み
のキッチンカーや出店は、午前中で完売する店舗もあるほ
どの大盛況。時折吹く強風に見舞われつつも、来場者は笑
顔で買い物を楽しみ、会場は活気にあふれていました。
　来場者のなかには半袖姿の方も多く、夏の訪れを感じる
陽気でした。今回も大好評だった島空マルシェ。次回は6月
7日(土)に開催予定です。

　
創
立
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
長
崎
県
農
協
青
年
部

協
議
会
は
４
月
28
日
、
長
崎
県
Ｊ
Ａ
会
館
で
通
常
代
議

員
総
会
と
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
昨
年
、
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
取
り

組
ん
だ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
研
修
会
を
は

じ
め
、
農
業
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
作
り
看
板

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
、
更
な
る
組
織

の
活
性
化
を
図
る
べ
く
今
年
度
の
活
動
計
画
が
提
案
さ

れ
る
と
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
は
、
青
年
部
の
経
験
者
が
Ｊ
Ａ
運
動
の
中

核
と
な
っ
て
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
契
機
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら
青
年
部
の

現
役
役
員
に
加
え
歴
代
の
役
員
が
一
堂
に
会
し
た
ほ

か
、
関
係
機
関
か
ら
も
多
数
出
席
す
る
中
、
歴
代
委
員

長
ら
が
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
存

在
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、同
じ
農

業
に
取
り
組
む
仲
間
と
し

て
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、ふ
だ
ん
話
す
こ
と
の

で
き
な
い
他
の
地
域
の
盟

友
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、大
変
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
自
分
た
ち
の
活

動
が
次
の
節
目
に
繋
が
っ

て
い
く
よ
う
、青
年
部
活

動
に
よ
り
一
層
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
改
め
て
青
年
部

の
結
束
力
や
組
織
と
し
て

の
意
義
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第１０回

　5月13日、晴天のなか三井楽中学校生徒
36名と芋植えを行いました。青年部員の説
明を真剣に聞き、元気よく作業に取り組む
生徒たち。土の感触を楽しみながら、笑顔で
鍬を動かす姿が印象的でした。1.5㌃ほどの
畑に、１学年３本、合計９本の畝を立て、
110本の苗を丁寧に植えました。最後には
３年生がたっぷりと水を撒きました。

　５月29日、本山小学校の２年生12名と芋
植えを行いました。慣れない手つきながら
も、一生懸命に取り組む姿がとても微笑まし
く、見ているこちらも自然と笑顔になりまし
た。最後はみんなで水やり。「楽しかった！」
という声も聞こえてくるなど、終始にぎやか
で和やかな雰囲気に包まれていました。

　５月28日、奥浦小学校の生徒１～４年生
15名が芋植えを行いました。天候にも恵ま
れ、子どもたちはやる気満々。４年生のお兄
さん・お姉さんは低学年の面倒をよく見て
いて、みんなで上手に植えることができ、
あっという間に作業が終わりました。最後
には、じょうろやペットボトルを譲り合い
ながら、仲良く水やりをしました。

　
J
A
ご
と
う
青
年
部
は
、「
食
」

と
「
農
」
の
つ
な
が
り
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
食
農
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
も
畑
で
は
生
徒
た
ち
が

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
芋
の
苗
を
植

え
て
い
ま
し
た
。「
こ
う
や
っ
て

植
え
る
ん
だ
！
」
と
驚
き
の
声

を
あ
げ
た
り
、「
大
き
く
な
っ
て

ね
」
と
優
し
く
語
り
か
け
た
り
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　
土
に
触
れ
、
作
物
を
育
て
る

体
験
は
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や

命
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
す
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

　
普
段
何
気
な
く
口
に
す
る
食

べ
物
の
裏
に
は
、
暑
さ
や
寒
さ
、

天
候
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
も
懸

命
に
育
て
て
く
だ
さ
る
農
家
さ

ん
た
ち
の
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私

た
ち
は
日
々
の
食
を
当
た
り
前

の
よ
う
に
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
体
験
を

通
じ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
や
思

い
や
り
の
心
を
育
み
、
将
来
の

農
業
や
地
域
の
未
来
を
支
え
て

い
く
存
在
へ
と
育
っ
て
い
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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催
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農
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ア
ピ
ー
ル
す
る
手
作
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板

コ
ン
ク
ー
ル
な
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が
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組
織
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図
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今
年
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案
さ
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満
場
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承
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し
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。

　
記
念
式
典
は
、
青
年
部
の
経
験
者
が
Ｊ
Ａ
運
動
の
中

核
と
な
っ
て
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
契
機
と
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か
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た
ほ

か
、
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係
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数
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す
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中
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歴
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長
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が
Ｊ
Ａ
青
年
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の
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ま
し
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。
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友
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こ
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。
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。
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直売所・A コープ浦桑店ではバラ売りでの販売もおこなっております。（一部商品）

令和７年度生産経費支援対策事業のご案内
生産資材等の価格高騰対策の一環として、当 JA でも生産者のコスト削減を目的とし、
昨年に引き続き、資材高騰に対する主要品目の生産費 ( 苗・種苗）の一部助成を行います。

資材高騰に対する生産費一部助成（苗・種子）

内　　容　…　主要作物の種子・苗購入代について助成します。

対  象  者　…　 組合員（米、麦、大豆を除く）
対象期間　…　令和７年３月 ～ 令和８年２月

主要作物の種子・苗購入代金の 10％

お問合せは農産園芸部（0959-72-6214）
または最寄りの JA 窓口まで

※ 上限あり（1 品目 100,000 円まで）

ATM

49P

ATM

50 P 50 P 10 P 50 P

50 P 10 P 90 P 40 P

5
2

99P
3

100P
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編 集
後 記

　夏の気配を感じる日々が増えてきましたが、そろそろ梅雨の時期ですね。私にとって梅雨
は洗濯物が乾かず、ちょっぴり憂鬱な時期。でも畑にとっては夏を迎える前に水を貯える、
大切な恵みの雨でもあります。そう考えると少しだけ梅雨の印象も変わってきた気がしま
す。今年は雨音を楽しむ余裕を持てたらいいなと思っています。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

６
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No.232

2025

お客様には大変なご迷惑をおかけすることとなり、心よりお詫び申し上げます。

【つるなしいんげん】の種をご購入のお客様へ

・つるなしいんげん (グリーンマイルド )を
　4月 8日までに購入
・購入時の商品の袋をお持ちの方
・対象 Lot　634527・634397

お客様には大変なご迷惑をおかけすることとなり、心よりお詫び申し上げます。

当商品の一部に「つるありいんげん」の種子が混入した可能性が
あると取引業者より説明がありました。つきましては、下記条件
に該当のお客様には無償で正規商品への交換をさせていただきま
すので、ご購入店舗までお問合せください。
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